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2018 年（H30）活動報告 

ストップ結核パートナーシップ日本 

 

1

月 

  

2

月 

●会計監査（2/13）  

3

月 

●全国結核対策推進会議での啓発活動（3/2） 

●議員への情報提供（3/9-） 

●議連総会（3/14） 

1.Ｈ30度結核関連予算について厚労省、外務省よりヒアリング 

2.国連ハイレベル会合について および 結核に関する最近の動向 

●世界結核デーに向けての記者会見＠厚労省記者会 （3/22） 

結核終息にむけたグローバルな動きと日本の貢献 

1. 結核終息に向けた世界の動き 

2. 世界の結核終息への日本の貢献 

3. 厚生労働省国際課 コメント 

●決算理事会（3/23） 

●世界結核デー、ＪＯＹ氏がＳＮＳでコメント（3/24） 

●ストップ結核アクションプランフォローアップ会合（3/26） 

国連結核ハイレベル会合など、 

 

 

 

 

 

4

月 

 

●国連結核ハイレベル会合に（UNHLMTB）向けた議員諮問会合

（4/25-27）＠ＮＹ 

共催：世界結核議連、国連アンティグア・バブーダ代表部、国連日本

代表部 

目的：UNHLM に向けて、議員、共同議長国、国連大使、国連代表部と

の関係構築、 役割の議論。UNHLM の成果などへの行動計画へのコミ

ットメント、など。 

出席：日本からは、あべ俊子議員、別所国連大使、国連日本政府代表 
 

 

資料 1 

 

 

 

 



2 

 

5

月 

●「効果的な会 UNHLMTB に向けて」（5/10）＠国立国際医療研究セン

ター 

主催：外務省 

ＳＴＢＪとして、森亨先生より、「結核終息戦略への緊急課題」 

としてプレゼンテーションを行った。 

●UNHLMTBの政治宣言へ小児結核を含ませる働きかけ 

資料「結核における国連ハイレベル会合に向けて、小児結核への対応」

を外務省、国連代表部、iGHP、ユニセフに提出し要望をした。 

●外務省との会議（5/23） 

小児結核についてヒアリング 

6/4ＣＳＯヒアリング（＠ＮＹ）の加藤先生のプレゼンについて 

→ 外務省コメント 日本として、小児結核を政治宣言に入れこむこ

とを努力する。 

●STBP（WHO） Child and Adolescent TB Working Group への 

フォロ- 

●Twitterの開設 

●UNHLMTBへ向けた STBPの KEY ASKsキャンペーンへの協力スタート 

STBPキャンペーンサイトの日本語ボードの為の翻訳、 

Twitterへの投稿。 GII/IDIを通して、市民社会との共有 

 

 

 

 

 

 

 

6

月 

●CSOヒアリング（6/4）＠ＮＹ 

加藤誠也結核研究所所長が出席、「Reaching the unreached: closing 

gaps in TB diagnosis, treatment, care, and prevention」のパネ

ルにて、プレゼンを行った。小児結核についても言及。 

●世界結核議連、「AMR R&D Hub」へ結核を優先させることへのサポー

ト（6/8回答） 

ドイツ、Education& Research 大臣宛てレターへの賛同。 

「AMR R&D Hub」うち結核を優先させることをリクエストするもの。 

●韓国結核議連（Korea TB Caucus）へレター送付（6/15） 

韓国結核議連（Korea TB Caucus）発足伴う、議会イベント”Political  

Actions for Global Cooperation to End TB” 欠席のため.（武見会

長） 

●世界結核議連より安倍総理への UNHLMTB出席要望書 （6/29） 

世界結核議連からの要望を武見先生より官邸へ提出 
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7

月 

●韓国結核議連（Korea TB Caucus）へビデオメッセージを送付（7/6） 

韓国結核議連（Korea TB Caucus）より、議会イベント”Political  

Actions for Global Cooperation to End TBでのセレモニー用 

（武見会長、髙階副会長） 

●三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング（MURC）と Stop TB 

Partnership(ジュネーブ)覚書締結 （7/6） 

●世界結核議連 APEC保健と経済に関するハイレベル会合、パプアニ

ューギニア 健康大臣宛ての書簡 （7/27） 

APEC 保健と経済に関するハイレベル会合）において、以下が議題とな

るように要請. 

1.APEC 結核終息への協働枠組み 2.AMRおよび結核に関するマルチ

セクターアクションへの投資に関する政策対話 3.結核に関する APEC

声明。 武見先生に同意をいたただき提出。 

 

 

8

月 

●APEC保健と経済に関するハイレベル会合への加藤勝信厚労大臣へ

の出席要請（7/19） 

8月第 1週に武見先生より加藤大臣へ手渡し 

●第６回アジアＴＢエキスパートミーティング ＠ベトナム（8/3-6） 

※サノフィによる助成 

座長：森 亨先生  

アジアのＬＴＢＩに関する対策実施やマネージメント、について議論

し、各国の経験を共有する。結核のスクリーニングと予防の必要性に

ついてのコンセンサス。 

●結核予防週間へ向けた記者発表 ＠厚生労働省記者会（8/28）

1.結核の概況あらためて注目すべき高齢者の結核 

2.平成29年結核登録者情報調査年報集計のポイント -外国人の結核

3.厚労省結核感染症課長よりコメント 

⇒記事  

・朝日新聞 08029  

外国人の結核患者、5年で 1.4倍 「劣悪環境で拡大も」 

・朝日 Web0829  

外国人の結核患者、5年で 1.4倍 「劣悪環境で拡大も」 

増える外国人の結核患者、厚労省がチェック強化へ 

・朝日 web0910  

結核患者、７割が 60歳以上、高齢者施設へ検査呼びかけ 

・朝日 Web0911   

結核患者、60代以上が７割、「高齢者に検査を」国が通知 

・読売（Yomidr.）0830  
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 90歳以上の結核、過去最多 1900人超え…厚労省が、高齢者施設に

検査呼びかけへ 

・YahooNews(Yomidr.) 0830 

90 歳以上の結核、過去最多 1900 人超え…厚労省が、高齢者施設に

検査呼びかけへ 

・朝日新聞（論説）による取材 医療従事者の結核についてなど、 

森先生（9/14） 

●結核に関する国連総会ハイレベル会合」に向けた記者ブリーフィン

グ ＠日本記者クラブ（8/30） 

JCIE,アフリカ日本協議会、結核予防会、STBJ共催 

1.結核の国内外の概況  

2.結核に関する国連総会ハイレベル会合について 

3.結核高負担国インドネシアの現状（ビデオ上映） 

4.結核を経験した中国人起業家の証言 

5.日本における外国生まれ結核患者の動向と課題―NGOの視点か 

●議連開催働きかけ（8月～） 

H31予算要望、UNHLMTB安倍総理出席、UNHLMTB政治宣言共有、世界結

核議連関連共有など 

●Ｈ31予算要望書提出（8/31） 

厚生労働省、外務省へ提出、議連へ報告。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9

月 

●議連より国連ハイレベル会合への総理出席要望（9月～） 

議連より安倍総理の UNHLMTB への出席要望（9/13） 

●東京タワー結核レッドライトアップ （9/26） 

点灯色 ：ダイヤモンドヴェール レッド 

主 催 ：（特活）ストップ結核パートナーシップ日本 

後 援 ：厚生労働省、外務省、（独）国際協力機構、結核予防会、

日本国際交流センター、アフリカ日本協議会、日本リザルツ 

点灯式 17：00～17：45 The place of Tokyo 6F Music place 

啓発活動 18：00～19：00 東京タワー2Ｆフットタウンイベント広場 

報道 

NHK「首都圏ニュース 845」（9/26） 

BS日テレ「深層 NEWS」10：00-11：00（9/26）一時間結核の特集 

NHKウェブニュース 

●グローバルフェスタジャパン 2018で結核予防会と啓発活動を実施

（9/29-9/30）＠お台場センタープロムナード 
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10

月 

●世界結核議連 Global TB summit＠ハーグ（10/22-25） 

各国首脳が結核終息に向けての誓約を守ることを確実化するために。 

欠席の為、武見会長よりレターを送付（9/5） 

 

 

 

 

11

月 

●ストップ結核パートナーシップ推進議員連盟会合開催（11/26 ） 

1.国連総会結核ハイレベル会合 

2.結核関連予算（厚労省、外務省よりヒアリング） 

3.その他 ＵＮＩＯＮの報告（予防会）、 

東京タワー結核レットライトアップ（ＳＴＢＪ）など 

 

 

 

12

月 

 

●ストップ結核アクションプランフォローアップ会合（12/19） 

国内対策（高齢者、外国人） 

結核含む感染症事業（JICA） 

日本企業の結核技術の国際展開の現状（予防会） 

国連結核ハイレベル会合の報告 （厚労省、外務省） 

来年Ｇ20における国際保健分野のアジェンダ（外務省、厚労省） 

●ストップ結核パートナーシップ日本理事会・総会開催（12/25）予

定 
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